
今寺集 オプトエレクトロニクス技術 ∪.nC.る81.5:る81.323.012.078:る81.7.Od8.2

分散プロセス制御用光ループ伝送システム
OpticalFiber Loop Network SYStem for Distributed Process Control

近年,鉄鋼,化学,電力分野などのプロセス制御システムはますます高度化,大

形化しつつあり,これに作って処理の効率向上,危険分｢枚の観点から分散制御シス

テムの噂入が進められている｡このようななかで,大谷員二件,広域作,耐ノイズ件

の特質をもつ光ループ†去送システムは,分散制御システムを構築するための中松神

経系としてますます_重安となってきた｡

r_1立製作所では,高性能な光速･′受信モジュール,高スルー7Cソトなパケット仁ミ

遠方式,ループバック機能･中央築中保守などのRAS技術の開発により,世界に先

駆けてプロセス制御分野での光ル【プ伝送システムを実用化Lている〔)

本帖では,これまでに開発･実用化Lた二つの光ループ†云送システム一大規校

計算機ネ･ソトワーーク用の高件能光デー1タウェイシステム,多柿多様な鳩辺･端末制

御用の′ト形,化L価格な光シリアル入出力ループバスーについて,開発技術,特徴

及び成果について述べる｡

u 緒 言

三扶糾,電力,交通システムなど幅J去い虔業分野で,光のも

つ大谷_韻二性,正二城性,耐ノイ ズ件を牛かLた光ループ仁三送シ

ステムの開発･実朋化が急速に進められている｡

特に,プロセスHiり御分野での生産管理･制御システムは,

近年ますます高度化･大形化しつつあり,これにイ!｢与し､システ

ムの運転･管手堅コストの什もi域及びトータルシステムの適用効

率のI占J上が重要な課題となりつつある1)｡これを-解ゞ失するに

は,システムの手朗別宅,総柄性はもとより,システム資i城の

共用化,保守の中央集中化放び高速フ1フィル伝送を=丁能とす

る高スループット通信,高信蛸化を【』った光ループ†云送(光デ

Mタウェイ)システムが必壬ir〔となってきている｡二のようなユ

MザMの二Mズに湛づいて,昭和55年に新日本製茅那米式会杜
若it亡製葺哉所と共同して,‾世界に先駆けてプロセス;別碓け分野で

の光データウェイシステムを開発し,実用に供したLつ

表l 光ループ伝送システムの適用領1或 光ループ伝送システムはデ

ータウェイシステムばかりでなく.OA用ローカルネットワーク,計算機システ

ム関連分野などその適用領1或が広がりつつある｡

適用 対象 目 的 特 徴

l.構内コンピュータ
分散計算制御ネットワーク

高速(川へ川OMビット/秒)
ネットワーク 広1或構内

(データウェイ) (20､50km)

2.計三則制御システム
(データウェイ)

プラント内コントローラ間 中低速(～10Mピット/秒)

ネットワーク 狭中土或構内

LAシステム (】～5km)

3.計算機システム

計算機一周辺･端末装置間 広範囲な速度(数キロピット′ノ
リンク,計算機チャネルイ 秒～】00Mビット/砂)
ンタフエース 同一室内･建屋内

4.OA用ローカル

ネットワーク

パーソナルコンピュータ, 中佐遠(-32Mビット/秒)

ワークステーションなどの ろ央中土或構内

OA機器ネットワ▼タ (l～10km)

う主:略語説明 OA(オフィスオートメーション)

LA(ラボラトリーオートメーション)
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圭た,プロセス制御システムを構成する計待機システムは

大規純化の傾I戸りととい二,顧宥の_′土産計画の州大やf刷御対象

の適用の拡ノくに†ナわせ,既設システムを哨.没･拡充していく

ことが必要である｡二れに什い,計_算槻木体に集中するケー

ブルが増大,幅そう Lてくる似巾=二あり,f柑`●‾E,屯磁結′ナに

よる誤上鞄作の発牛,同j_臼･端i末装置のレイアウトトの制約な

ど総柄的,高イ言蛸度な接続が附雉になりつつある｡そこで,

多数f㌻の周j臼･端末装置を光ループ伝送(光シリアル入H-与力ル

ープバス)システムで接続することによって,これらの問題ノ∴-二

を一一挙に解i央L,計号音ニ機システム構築･拡充時グ)柔軟件を大

幅に向上させることが必要となってきた｡

【卜占製作所では以上の背謀をもとに,高件能な光速‥受信

モジュール技術,砧スループットなパケット仏送方式,試い

ルーブ仁油川牛･稼動作を実現したRAS(Reliability,Availabiト

ity,Serviceability)技術の開発によって,大規帖計算機ネッ

トワ=ク用♂)光データ｢ウェインステム,多椎多様な周辺･端

末吊り御J‾】‾]の光シリアル入山カループバスを開発･実用化して

いる｡11‾卜,ニグ)二つの光ループ†云j去システムの開発のメ+J)

い,構成･‾方式上の技子桁的特上主について述べる._)

日 光ループ伝送システムの特徴と適用領域

光/し-1フ仁ミ送システムは_1二場構内,ビル内などの企菜｢ノっ仁二

道システムとして杓いJ〕れており,表1に‾′Jミすよ-うにJヱこ範岡

な分野で過和されつつある._つ この光ニルl--ブ伝送の適用メリッ

トは,‾卜記のように光伝送とルMプ伝送の特官そトと利ノ.烹を介わ

せもっていることである｡

(1)良距維･大谷副ゾlミ

ループイ∠ミ送は,リ ピータによって を一年生中継しなかノブ

仁ミ送するため本田的に長距離化が‾叶能であり,妃に光技術の

適用によってリ ピータ偶の艮スパン化(～10km),大谷エーモ化

(100Mビット/秒)か達成できる｡この結米,イ満内コンヒュー

タネットワークの人規帖き化,広域化,あるいはデータだけで

*
口立製作所日立研究所

**

日立製作所大みかt‡抜
***

日_立製作所システム開発研究所

13



682 日立評論 VOL.65 No.柑(1983-10)

なく画イ象情報などの広帯域･高一速伝送の要求に対応可能で

ある｡

(2)‖肘環境ノ性,安全性

製鉄所,超高圧変電所構内での厳Lい電磁環境,オナ油プラ

ントでの爆発件雰囲1tなどの悪環塙‾1､-で,光ル【ブ仁三送シス

テムは本質安全かつ耐環境性に優れ,電磁誘導雑音の呈jをき響を

′受けなし､ため,計測制御システムの｢引言綿化,維析化が谷易

に実現できる｡

(3)比敗性,増設谷卯年

ル【ブ伝送システムは1本のルーフによる単純な結でナであ

ること,ルーフ‾バック機能によってルーフt左道システムを停

1r二することなく ステ【ションの増J薙設が可能であるなど,シ

ステムの拡艦作に優れている｡

二のように優れた特作をもつ光ルーープ仁ミ送システムの過梢

領域は,データウェイシステムにとどまらず,計算機の周辺･

端末こ別御ネットワーーク,OA(オフィスオートメーション)ネッ

トワークなどのは範阿な分野に拡大しつ/Jある.っ

光ルーーブ伝送システムの今後のノルjは図1にホすように,

‾F記の二つの流れがある.コ

(1)触波長,LED(発)ヒデイオーード)技術では達成できない満

越･土主距離細城への過鞘拡人をねらう高性能化指Irりである⊂.

土主披圭妄技術,レーサ技術を旭川し､-k距離･高速化をl』るこ

とによって,例えば三枚細分即の大槻イくLきコンヒュ一夕ネソトワ

【クシステム,あるいはデータ,斤1皇7,耐性など多‾妃情報の

高速統介ネットワークシステムに対応するものである〕

(2)｢1一過･中距離石rf城で,より低佃りこ斧な光ルーーフィム送システ

ムを実現するための維消化指Irりである｡再生中糾機能をLSI

化した光速‥乏仁モノユールなどの尖_呪によって,計精機シ

ステムでのJ月辺･端末制御ネソトワ【クなどのように,特に

経済性,信根性を婁祝する分即に対処するもグ)であるり

6】 光データウェイシステム

3.1 開発のねらい

光データウェイ(H-7485C彬光Data Freeway:以下,H-
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.扮長距離化

7485C形光DFWと略記)システムは,プロセス制御分野での

計算機ネットワ【クを構築するための光ループ伝送システム

であl)2),この分野での大規模化,広域化に十分対応できる

ように,下記の諸点を考癒して開発した｡

(1)制御用としての高速応答性とプロセス制御システムの規

模拡大に十分対応できる高スループット通信を実現する｡

(2)システムの大規模性に見合う高い信組性,稼動性を確保

するため､部分障害の波及防止,迅速な復旧手段を与える｡

(3)ファイル,システム共有資源の集中化,プログラムの中

央からの集中的な開発･保守を可能とするネットワークソフ

トウェア機能を実現する｡

以上の観点から開発したH-7485C形光DFWのシステム鵜

本仕様を表2に,またシステムの特長を次に述べる｡

(1)高スループット通信

可変長パケット†よ送と高効率な伝送ど別寺卸方式の開発によっ

て､900kバイト/秒の高いスループットを実現した｡大馴市報

の高速応答転送が必要な大規柁プロセス制御システムに拉過

である｡

(2)高いループ信敵性,様重か性の確保

障害対策として光フ7イバと光りビータを二電化L,予備

fム送1格へグ)切行え,/レーフバックによる】箪害筒所の--りJ離し機

能を実現L,ルーフシステムの縮退運転を可能としている｡

(3)高度なハ【トウエア保全機能

各ステーションには統計診断用情報のトレースと収集機能

を設け,CST(ControIStation)にはルーープ上を流.れる仝怖報

のトレMスと異′許冒三:こ祝機能をもたせている｡二れらの情報を

ホスト計待機からオンラインで収集L,解析可能とする高度

な中央保全憶能をプ三一呪Lている｡

3.2 システムの基本構成

H-7485C形光DFWのシステム構成例を図2に示す(､H-7485C

形光DFWは,二市化した光フ7イパケーブルと,下記の3柿･

のステーションか⊥､Jf掛束されているr,

(1)CST

CSTはルーフ全休グ)監事比,符用,ルーブバックなどの-f一郎枯

ゝ

㊥ザ

光データウェイ

㊥
光シリアル

入出力ループバス

経済化

高性能化

す
l●高速化

一-

謝旦

コンピュータリンク

コンピュータ

インタフェース

●長距離化

●統合化

10k 100k 1M lOM 32M lOOM

伝送速度(ビット 秒)

図l 光ループ伝送システムの動向

光ル】プ伝送システムの方向は統合ネッ

トワーク,大規模計算機ネットワークな

どの高性能化と,計算磯の周辺･端末制

御ネットワークなどの経済化を目指す二

つの流れがある｡



表2 光DFWシステムの基本イ士様 光DFWシステムは二重化した光伝

送路と高効率な伝送制御方式によって,高信頼度･高スループットな計算機間

通信を実現Lている｡

Ⅰ頁 目 イ士 様

接蘇売ステーション数 最大255台リレープ

卜‖DICV90.ノ′50,30

HIDIC80′′′80E接 続 計 算 機

HIDICO8′ノ■08Eノノ08L

光ファイバケーブル(二重ル【ブ構成)伝 送 路

発光･受光素子 LED.･′pIN

伝送速度

ステーション間距離

10Mビット′′秒

最大2knl

N:M(任意転送)

最大51Zバイト(可変長)

最大900kバイト′秒

(32ステーション,川kr†1ルwプ)

通 信 方 式

転 送 デ ー タ 長

実効転送速度

誤り制御

CRCチェック

フレーム合王里性チェック

障害対策

環境条件

CSTの二重化

ループ切替･ルーブバック機能

ハードウェア自動診断

リモ【卜診断

統計RAS情報トレース

伝送品質リレ】プ使用率の監視

i昆度0--50■+C

湿度10-､90%

注:略語説明 LED(発光ダイオード),PIN(PINホトダイオード)

CRC(誤り検出コード),CST(Co11trO】Stat10∩)

RAS(Rolla州Ity,Ava-1ab==Y,Se川Ceab‥■ty)

CST(CorltrOIStatlOrl)

J戊制御を行なう｡ルーーブシステムの一11fiイIi純化を卜』るため,

CSTは′し=フ内2筒所に独_､工批iiff(別`i馴占乙供給)でき,かつf=

りこに1′l刺′ヾ･ソクアップかlけ能な∴弔系偶成としている.っ

(2)MST(Master Station)

MSTはホス ト汁号音二機を接続するノート装i言乍で,′､■ケリト

′;壬‥三†∴ト汁甘さ二伐との高速イ
ンタフエー一ス糾そ卸を行なう.-

MSTはルーフ内に似数千丁接ご統でき,二れごっを綿山して枚数ヂ｢

ク‾〕ホスト一汁符機によるマルチコンヒュ=クネソトワークシ1

テムが桃成可能である.-､

(3)IST(Intelligent Station)

ISTは端末.汁貨機を接;托するノード装‾箭で,ホスト.汁待機

かノ)のりモート指てナによって,(a)端主末L汁貸機グ)起動･仰止,

(b)端末斤｢符機へのデ【夕及び.封印･オンラインプログラムの

ローーナイ ンブ,(C)端末計弟機か⊥lJフ､■ログラムノ女びLF】欠†斗こ1:に

必要な統計RAS情報のり-トバソクを丁実行する:=.

各ステーションのハ【ドゥ_エアは図3に示すように､三つ

の機能モジュール(ステーション制御部,ル"フl‾【J一線制御部,

光りヒーータ部)から梢成されている｡図4に光DFWステーシ

ョンユニットの構成をホす.二.

(1) ステーーション制御部

指速マイクロプロセッサによって､イ ンタフェースf別御,伝

送プロトコル,バッフ7苧押巨をマイクロプログラムで処′叩し

ており,ステーーションの小作壬化,高速化を実現LているL､

(2)ルーブ回線;】iり御部

ルーフトの送仁言柏渦卜御,フレームグ)送‥妾イii枚びルーフ‾悍

分散プロセス制御用光ルーブ伝送システム 683

1キ時のルMプ偶成制御機能をハードウェアで構成してjjり,

馬連なルーープアクセス,ル【プ構成制御を吋能としている.-､

(3)光りピーータ部

光りヒー一夕はIC化Lた小形,バ甘lTl三能な光送･′受信モジュー

ルを搭峨Lており,波形鶉馴二手,クロリク抽一L11,†i言り▲の識別･

r中土のi:■弓逆光巾糾機能を行なう｡

3.3 伝送制御方式

データウェイでは,1ノf丈グ)伝送ルーフ■を共用Lて,1刊込み

イ1言号,フラントデータ,CRTぐCathode Ray Tube)ナイスフ

ホスト計算機

DWP

MST

H=〕lC

O8.■08E..■08+

HIDIC V90

CST

光ファイバケーブル(二重化)

lST

端末計算磯

ホスト計算櫨

MST

H旧IC80ノ■80E

CST

】ST

端末計算機

注:略語説明 MST(Master Station),tST(仙elligent Statjo=)

DWP(Data Way P｢ocesso｢)

図2 光DFWシステムの基本構成例 H-7485C形光DFWシステムの基

本構成例を示す｡

光ファイバケーブル

(り光リピータ部

(2)ループ回線制御部

(3)ステーション制御部

REP;= REP茄2

ル
ー

フ0構成制御

フレーム送･受信制御

マ イ ク ロ

プロ グラム

制 御

送･受 信

バッファメモリ

インタフェース制御

ホスト計算横･端末計算機

注:略語説明 REP(光リピータ)

図3 ステーションのハードウェア構成 ステーションでは,ループ

バックなどループ橋成制御,高速なパケットっ蓋･受信制御を実行する｡
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図4 光DFWステーションユニット ステーションユニットには光リ

ピータ,高速プロセッサを内蔵Lたステーション制御部などが実装されている｡

レイデータなど,データ長,応答什及び発生郷J空の異なる惜

幸艮を伝送する必要がある｡本光DFWでは,二れJっ各柏の情

報伝送に効率よ〈対処するため,‾叶変長パケット方式とルー

プ上の送信権(トークン)をもち出るトークン制御方式を採用

Lている.｡二の結果､比奉加勺大規朽‡なシステムである32千丁の

ステーションをもつ10kmグ)ルーフ‾に対して,実効スルw-プッ

ト900kバイト/秒を実現した｡

†ム送プロトコルはl急速什に対処するため,またこ将来グ)寸■以仁

作を考‾撤し,高効やなHDLC(High LevelData Link Con-

trol)に準拠させている｡図5に伝送フレームフォーマ･ソトを

ホす｡

3.4 RAS機能

デ【タウェインステムは分散制御システムの中桝神経であ

り,また｢共通f去迷路+,｢広域分散システム+の特徴ある性

格をも′ノてし､る｡そこで,光DFWシステムでは,以下に述

べるように障害対策,保全機能とLて｢ループバック･ルー

ナ切符えによる障害の自動切離し+,｢中央からのオンライン

リモート診断･保守+の実現を回っている｡

(1)伝送主格,ステーションの障害時には,図6にホすように

(a)硯J･臼ルーブから待機ループに切り替えるルーナ切待機能,

(b)障害にⅠ殊接するステーションでループを折り返すルーブバ

ック機能により,日動的に障吉筒所をループかノブ切り維す｡

(2)ホスト計算機は,CSTを通過する各トラヒソク情報及び

MST,IST内の利手卸,ニ状態管理情報を統計RAS情報として

収集することができる｡二れにより,中央からのオンライン

リモw-ト診断･保守を実現している｡

(3)ルーブを統括,管理するCSTは二電化構成を基本とL,

CSTに障害が発生Lた場合の自動バックアップ機能を実現す

ることによって,ループシステムの高信栢化を閉っている｡
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3.5 ネットワークオペレーティングシステム

プロセス制御用のネットワークシステムでは,音別御用とL

二の高速応答性と信根性確保のための処理の分散ニーズ,及び

トータルシステム運転効率の向上と運用保守の省プJ化の集中

化ニーズの二つを合わせもっており.ネットワークソフトウ

ェアは分｢枚の利ノ､t二を維持しながら,システムの大形化,広域

化及びトータル化に対処する必要がある｡そこで,ネットワ

DA SA LC DC DATA(最大512バイト) FCS

(a)情報フレーム

DA SA +A STS FCS

(b)応答フレーム

注:略語説明

F〔フラグ(フレーム同期)〕
DA(あて先ステーションアドレス)

C(制御コマンド)

SA(発信ステーションアドレス)
+C(DFW制御コマンド)

DC(DATAワード長)

DATA(可変長データ)

LA(応答情報)

STS(LA付加情報)

FCS(誤り制御コード)

図5 フレームフォーマット フレームはHDLC(H■gh LevelData+.｡k

Contror)に準拠したフォーマットを採用Lている｡情報フレームにはデータ長を

示すDC情報を設け,受信ステーションで合王里性チェックを行なう｡

現用系

′‾‾`‾■-‾‾‾一‾-‾
l

MST

し________

MST

--一斗トーーー
/
障害箇所

MST

ヽ.

ニヂ

忘
CST

lST

(a)正常運転

CST

lST

‾‾‾‾‾ヽ

lST

l

l

._._.______ノ

現用系

__⊥____
待機系

(b)ループ切替運転

CST

lST

待機系

現用系

lST

lST

障害箇所

(c)ループバック運転

図6 障害時のループ構成制御 ループ切替え,ループバック機能に

よって伝送路,ステーションに障害が発生Lても,ループ伝送システムの縮退

運転が可能である｡
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け0

全システムのエラーメッセージ出力

全システムのプログラミングサポート

HIDIC V90

1-､､
全システムのプログラム保守

t′-､

＼

＼

l/0

ゝく
､

､ヾ､

ー◆ダイレク

l/

lノ HIDIC O8E

トローデイ:二ゝヾメッセージ交換
＼ ＼

＼ ＼

＼ ヽ.

＼ ＼

＼ ヽへ

ヽ､ニミH】DIC O8E

恒
け0

フロロセッサ間のタスク制御J､ノ
入出力装置の共有管理

′l′′011

光DFWシステム

入出力装置への上位からのアクセス

ーク機肖巨はファイルグ)躾小化,プログラム1乱発の-一一止化,仮

想｢LJJ線によるメlソセーーージ交換を拡ヰことし,区17にホす概能を

ノ夫現したし〕

ホスト計雉機では,従米計待機のソフトウェアで亡夫行して

いたパケット単位の処理(トランスホ■-トフ‾ロトコル)をDWP

(デー1タウェイ守周フロントエンドフロセリサ)のマイクロプ

ログラムでi虹速実行してし､る(つ この結果､ホスト計拝機の

fl荷を般大トラヒソク時のと きでも10%以下にでき,また

占十符機ソフトウェアによる実行に比車交して,スルーーフ∴ソト

で約3陪の向上,レスポンスタイムで約÷ク)和紙が達成で

きた3)｡

ンク
HIDIC V90システム

/イ

TAP

書こ 〃C M

ク′

システムバス

□

ンクリアル川ル_プバス
1M ビット′/秒

TAP

け0

〃ST

JF

〟ST

図7 ネットワークソフトウェアの機能

ネットワークオペレーティングシステムによっ

て,HIDIC V90は端末計算機,入出力装置を集

中管玉里する｡

【l 光シリアル入出力ループバス

光シりアル入出力ル【プバス(以下,光Ⅰ/0ルーフ`バスと略

記)は,制御用計号音ニ機シリーズHIDIC V90の周辺･端与末(デイ

スフ､レイ,フLリンタ,通信制御装置など)制御ネットワーク

のための光ルーーーブ伝送システムである4)｡前述Lた光DFWシ

ステムで土こ†った光ルーブ仁ミ送技術を土子;として,周辺･端末

制御用ネットワークとして♂〕小形化,イ比価格化,低消官尊ノ■註力

化をメユノJつて開発した｡光Ⅰ/0ルーブバスのシステム寸溝成例,

旗本仕様を匡18,表3にそれぞれホす｡

光Ⅰ/0ル【フ､バスは,二重化した光ファイバ･ペアケーーブ

/
/ノST

/

TAP u

l/0
/

TAP

′

TAP

J∠ST

l/0

/JST

l/0

TAP

l/0

注:略語説明 TAP(送受信,変復調機能をもつ｡)

DMAC(ダイレクトメモリ転送制御)

〃C(8ビットマイクロコンピュータ)
M(メモリ)
肝(入出力装置制御)

〟ST(マイクロステーション)

図8 光シリアル入出力バスシステム

の構成例 二重化Lたループ伝送路構成と

L,伝送路切断時,隣接するTAPで折り返すル

ープバック機能によって,入出力装置のオンラ

イン増設･移設を可能としている｡
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表3 光シリアル入出力バスシステムの性能と仕様 シリアルルー

ブバス化することによって,システムの拡張性.柔軟性を確保L,かつ高信頼

性,低価格化を実現した｡

項 目 性能,仕様

システム規模
最大2ループ/■IOP

最大32ステーション′/ループ

ステーション間距離
光ファイバ時 最大Ikm

ベア線時 最大川Om

伝 送 速 度 lMビットノノ秒

伝 送 路 光ファイバ又はペア繚

伝 送 手 順 HDJC準拠

テー 一 夕 長 最大引2バイト/ノメッセージ(可変長)

伝 送 形 態 N:M転送

システム RAS機能

伝送誤り制御,CRC16十フレーム合‡里性チェック

ハードウェアの自動再送

コントロールステーションニ重化

伝送監視,トレース

ループバック,オンライン増廃設

〟ST RAS機能

パリティ,命令インパリッドチェック

ウオッチドッグタイマ

エラー時の情妻板収集とリトライ

ル,伝送路へのトランシーバ機能をもつTAP部,マイクロコ

ンヒュ【タを内戚して仁ミ送･入出力制御を芙付する〃ST(マ

イクロステー1ション),ノ女び船人64Ⅰ/0の】‾l小樽処増符坪を行な

うIOP(入山プJ制御フロセソサ)によって偶成されている.っ 光

Ⅰ/0ルーブバスの三拝土壬をユノこに述べる.二.

(1)システム構築の一軒f糾′卜,器馴,′卜

光ファイバ/ペアケーーブルi比/f二のルーフ伝送に.より,各Ⅰ/0

の設満場所,距離に制限を付けることなく来秋なシステム構

築を可能とした.｡圭た,ルーブバlソク機能によってシステム

にま;をき習三を与えることなくⅠ′/0ク‾)オンライン脚設,柁設を実現

しているr)

(2)小形化､什も佃柑･化

マイクロコンヒュー一夕技祢∴ CMOS(Complementary Met-

alOxide Semicondactor)LSI技術を恥佗Ⅰノて,〃STを構成

することによ一-ノて′ト形･肌価格化を1長硯Lている｡圭た,マ

イクロコンヒュータ内職の高機能化にしより､多様なⅠ/0接続

を⊥け能とするととい二,r‾†1央処椎柴措の人Hl力処刑1負帯fを鞭

i蛾しノている.+

(3)高い仁捕(竹三,伯㌣､判プ一三

光DFWシステムのRASに対する人!壬本思想を踏聾望L,_二項

化ルーープによるルーブバック･一切‾行え機能の実現,ノ女び〃ST､

Ⅰノ/0からのRAS情報をIOPで収集･解析･舶集して,仙ミキ･

診断情報とLて提供することにより高いイ言鰍性,保守一作を実

現してし､る｡

8 光ループ伝送システムの将来展望

図9に光ル【ブ伝送システムの将来展望をホす｡計算制御

システムでは､構内仝城への適用拡大,システムのトータル

化と制御の高精度化かますます進展しつつあり,二れに伴っ

て伝送すべき情報二誌は飛躍的に増大しつつある｡また,業務

効率や防災,安全惟の1/り+二,あるいは視聴覚情報によるマン

マシン性の高機能化などを実現するため,単なるデータ伝送
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図9 光ループ伝送システムの将来展望 光ループネットワークシス

テムは,大規模化,多元情報の統合化はもとより,広範囲なシステムヘの適用

拡大を図るため,経済化の努力が続けられている｡

だけでなくITV(工業用テレビジョン)画條,音声をも伝送す

る必要性がでてきている

このため,光ループfム送システムには高速化､上之距離化は

もとより,向條･データ･音声などの多元情報を経柄的に一

括f云送する光統合ネットワ【クシステムの出現が期待されて

いるご

また,OA,FA(ファクトリーオートメーション)が急速に

進展するなかにあって,多純多様なオフィス機器,あるいは

工作位弓城などの機器を才妾総できる低価柄な光ループ伝送シス

テムか強く要‾求されているハ

ニク〕ため,光一ム送系には従来グ)ノ■五;t系イ云送システムと｢t司等,

あるいはそれ以_l∴の紙価倍化を実現するととい二,多様な機

器インタフェーースのサポート,ネlソトワ【クソフトウエアの

コンノヾクト化などを阿ってし､く必要がある｡

l司 結 言

分散計算制御システムを帖発していくうえで必三上`iな光ルー

フ伝送システムの開発二状況と成米について述べた｡これらの

システムは試作能光デバイス､高効や･iミニ紙捕り重な伝送制御

方∫〔,ネットワーク管理技術など幅丘こい技術開発によって,

新Lいシステムニース､に村方Eできるネットワークシステムの

実現を可能にした｡

今様.年々進歩するネットワーク技術と発展のR屈ましい

光伝送技術を取り入れ,性能はもとよりイ言椒ドL保甘件,維満

作に優れた光ループ伝送システムを提供Lていく′ぢ-えである〔つ
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